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PLCopen Japan 技術委員会
活動のご紹介

PLCopen Japan 
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ＰＬＣopen Japan の運営組織

Certification
TF

代表幹事
松本雅好

普及促進委員会

共通教育委員会

技術委員会

チェアマン
宮沢以鋼

全体会議

幹事会

XML WG

Safety WG

Motion control
WG

OPC WG

ユーザ会
運営委員会

PLCopen-XMLによる
PLCソフトウェアの標準化

Motion control FB の標準化

Safety FB の標準化

OPC UAによる

データインタフェースの標準化
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PLCopen-XML

PLCopen-XML とは

・ IEC61131-3で定義された
ソフトウェア構造やプログラム
内容をXML形式で記述

・ XML Schema により定義

・ グラフィック言語に対応

・ ソースコードの共通フォーマット

左母線

接点

IEC61131-3プログラム

PLCopen XMLファイル
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2002年5月：Ver 0.0 （初回ドラフト版）リリース

2005年4月：Ver 1.0 （正式版）リリース

2005年6月：Ver 1.01 リリース

2008年12月：Ver 2.0 リリース

・ プログラム交換試行の実施（MOF，SCF）

・ PLCopen-XML標準エディタの開発・公開

・ 次期バージョンに向けた改善提案

・ XML-WG活動開始 （2004年6月）
（内容学習，啓蒙活動，仕様の検証など）

2004年4月：Ver 0.99 リリース

PLCopen-XML のリリースとWG活動

XML標準化

XML実用化

・ PLCopen-XMLの普及促進
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1. 異機種間のプログラム交換

2. IEC 61131-3 標準エディタの開発

3. XML標準化

これまでの取り組み
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1. 異機種間のプログラム交換

A機種PLC

B機種PLC

C機種PLC

A社A機種プログラミングツール

B社B機種プログラミングツール C社C機種プログラミングツール

PLCopen
XML

ドキュメント

IEC61131-3プログラム

インポート
エクスポート

インポート
エクスポート

インポート
エクスポート

A社A機種
プログラム

B社B機種
プログラム C社C機種

プログラム

インポート
エクスポート

IEC標準
プログラム

A機種PLC

B機種PLC

C機種PLC

A社A機種プログラミングツール

B社B機種プログラミングツール C社C機種プログラミングツール

PLCopen
XML

ドキュメント

IEC61131-3プログラム

インポート
エクスポート

インポート
エクスポート

インポート
エクスポート

A社A機種
プログラム

B社B機種
プログラム C社C機種

プログラム

インポート
エクスポート

IEC標準
プログラム

PLCメーカ数社が、PLCopen XMLを経由して、

IEC61131-3準拠の異メーカ・異機種PLC間での

LD/FBDプログラムの交換試行に成功 （2004年～2006年）

標準エディタ
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2007年5月：リリース

2. IEC61131-3標準エディタの開発

ｱｳﾄﾗｲﾝﾋﾞｭｰ

ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨﾋﾞｭｰ

ｼﾝﾎﾞﾙ
ﾊﾟﾚｯﾄ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｴﾃﾞｲﾀ

XML
ファイル

エクスポート

インポート

PLCopen XML 
Schema Ver 1.0１

標準エディタ ＝ IEC 61131-3基準エディタ

・IEC 61131-3のグラフィック言語のプログラミング

・PLC機種やメーカーに非依存

・PLCopen XMLファイルとのインタフェース
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3. XML 標準化

XMLスキーマの評価／改善

・プログラム交換試行や標準エディタの開発により検出した

XMLスキーマVer1.01の改善点を本部PLCopenへ提案

2008年12月：XMLスキーマ Ver 2.0 リリース
⇒ PLCopen Japanの提案内容も反映された。

提案書

・POUボディでのワークシートの使用

・トランジション(SFC)の<condition>要素の構造

・アクションブロック(<actionBlock>)への属性追加

・アクションブロック(<actionBlock>)への要素追加

・座標指定の明確化

・シンボルの描画方法の明確化

・スキーマのバージョン指定

．．．etc

反映

XMLスキーマ Ver 2.0
仕様書
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これからの取り組み

1. XML実用化

2. 認証制度の構築

3. XMLで期待される応用
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1. XML実用化

（１）技術情報の公開

・ PLCopen-XML Ver2.0の解説書（和文版）の作成、公開

・ V1.01⇔V2.0 の相違点の明確化、資料公開

・ ＰＬＣopen-XML技術セミナーの開催

・ ＳＣＦ等展示会への出展、デモ

（２）実用化の推進

・ 標準エディタの XML V2.0 対応

・ XMLファイルインタフェースAPIの開発、公開

PLCopen-XML Ver 2.0 の普及促進に注力します。
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IEC61131-3準拠の認証試験として、
PLCopen-XMLを適用した認証システムの構築を検討中

2. 認証制度の確立

PLCopen-XMLによる認証システムの構想

ターゲット
ツール

認証テストツール
（標準エディタ）

XML
ファイル

XML
ファイル

IEC61131-3
プログラム

IEC61131-3
プログラム

認証テストケース
(LD,FBD,SFC)

参照

作成

Export

XML
ファイル

XML
ファイル

Import

Read

Read

・文法チェック
・オブジェクト比較
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3. XMLで期待される応用

IEC 61131-3 & PLCopen XMLを活用して．．．

エンジニアリングコスト
の削減

（１）支援環境の連携

・データサーバ(OPC等）との連携

・HMI他、周辺Appとの連携

・他のXMLとの連携

（２）ユーザプログラム資産の継承

・過去のアプリ資産の再利用

・PLC機種世代間のアプリ資産継承

（３）ソフトウェアの新たなる流通

・ベンダ非依存のツール、ソフト部品
ＨＭＩ（ＰＯ
Ｄ）
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XML XML

XML

XML

XML

XML


